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Ⅰ 予算の概要
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令和５年度予算のポイント

予算の柱

骨格予算として編成しつつも、第２次札幌市まちづくり戦略ビジョンの実現に資する事業に
取り組むとともに、物価高騰対策や感染症対策などの喫緊の課題にもしっかりと対応

物価高騰対策・
新型コロナウイルス感染症対策

子ども・子育て支援、町内会支援、
誰もが暮らしやすいまちづくり

経済活性化・まちのリニューアル・
ゼロカーボンの推進

予算編成の考え方

①令和５年４月に市議会議員及び市長の選挙が実施
される予定であるため、経常的な事務事業や、アク
ションプラン2019に基づき実施している政策的な事
業のうち、市政運営上切れ目なく実施する必要が
あるものを中心とした骨格予算として編成（肉付け
予算への留保財源として30億円を確保）

②第２次札幌市まちづくり戦略ビジョン〈ビジョン編〉に
掲げる「まちづくりの基本目標」の実現に資する事
業に取り組むとともに、物価高騰対策や新型コロナ
ウイルス感染症対策などの喫緊の課題にもしっか
りと対応

③その他、これまでの取組の効果検証などを通じた
事業の廃止や見直しを促進するため、各局のマネ
ジメントによる事業の見直しを推進するための仕組
みを構築

※アクションプラン2019：札幌市まちづくり戦略ビジョン・アクションプラン2019
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◆一般会計 当初予算計上額 1兆1,922億円（対前年度比2.6％増）
◆全会計 当初予算計上額 1兆8,496億円（対前年度比2.5％増）
骨格予算としつつも、第２次戦略ビジョンの実現に資する事業に取り組むとともに、物価高騰対策
や感染症対策などの喫緊の課題にもしっかりと対応し、過去最大の予算規模

予算編成方針で掲げた「戦略ビジョン推進関連費」として188億円、「新型コロナウイルス感染症対策関連費」（※1）として1,221億円を計上

◆令和５年度予算は「16か月予算」として、令和５年１定補正予算等の経済対策と一体的に編成（※2）

一般会計予算規模 1兆2,117億円（対前年度比2.9％減）
全会計予算規模 1兆8,716億円（対前年度比1.1％減）

予 算 規 模

一般会計予算規模の推移

〈 〉内は、前年度の１定補正等のうち、国の経済対策関連経費等を含む「16か月予算」

各会計予算額

※1 物価高騰対策は「新型コロナウイルス感染症関連費」において計上。1,221億円（当初分1,179億円、補正分42億円）は16か月予算ベース

（単位：百万円）

※2 令和５年１定補正予算等：令和４年４定、令和５年１定補正

(単位：百万円、％)

1,192,200 1,161,600 30,600 2.6

〈1,211,741〉 〈1,248,291〉 〈▲ 36,551〉 〈▲ 2.9〉

384,075 374,609 9,466 2.5

273,294 268,816 4,478 1.7

〈275,816〉 〈269,954〉 〈5,862〉 〈2.2〉

1,849,569 1,805,025 44,544 2.5

〈1,871,632〉 〈1,892,854〉 〈▲ 21,223〉 〈▲ 1.1〉

一 般 会 計

特 別 会 計

企 業 会 計

総 計

令和５年度
(A)

令和４年度
(B)

比較増減
(A)-(B)＝(C)

増減率
(C)/(B)
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市民生活への支援

物価高騰対策・新型コロナウイルス感染症対策

事業者への支援

◆出産・子育て応援推進 （当初1,755百万円）Ｐ.53

妊娠・出産時の負担軽減を図る観点から、
妊娠及び出産した方を対象に妊娠・出産寄り
添い給付金を支給（妊娠分５万円・出産分５万円）

◆中小企業金融対策資金貸付 （当初95,541百万円）Ｐ.55

新型コロナウイルス感染症や物価高騰等の景気対策支援
のほか、新分野進出、業態転換等の事業再構築に取り組む
事業者への融資制度等を継続するとともに、再生可能エネ
ルギーや省エネルギー設備等を導入する中小企業を対象と
した融資制度の拡充

◆公共交通ネットワーク確保対策 （当初1,619百万円）Ｐ.23

新型コロナウイルス感染症の影響等を踏まえた
民間バス事業者に対する要件を緩和した補助や、
地域交通体系の検討、地域公共交通計画の策定に
向けた協議等

◆付加価値の高い観光コンテンツ創出 （当初186百万円）Ｐ.56

新型コロナウイルス感染症で落ち込んだ
観光需要の回復を目的とした、札幌ならで
はの観光資源を活用した魅力的な体験型コ
ンテンツ造成への支援

拡充

・国民健康保険料の負担軽減
基金を活用し、保険料の上昇を抑制
（一世帯あたりの平均抑制額 約4,000円）

家計の負担軽減
【事業スキーム】
●１冊5,000円分を4,000円で販売（500円券×10枚綴り）
●発行総額75億円（発行冊数150万冊）
●札幌市内の小売店・飲食店等の参加店舗で使用可
●取扱店舗数：約9,000店舗（想定）

拡充

◆札幌プレミアム商品券事業 （補正2,200百万円）Ｐ.22

新型コロナウイルス感染症や物価高騰の
影響を受けている市民生活の支援及び地域
経済の活性化を目的としたプレミアム付き
商品券の発行

新規

拡充
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ワクチンの接種

感染防止対策の徹底

相談・検査・医療提供体制の確保

・児童福祉施設等 1,025か所
（保育所、認定こども園、児童会館、児童養護施設等）
・学校・幼稚園 321か所
（市立の小・中学校、高校、特別支援学校、幼稚園）
・体育施設・健康づくりセンター 38か所

◆新型コロナウイルス感染症予防接種 （当初19,726百万円）Ｐ.24
令和５年４月以降も国が定める特例臨時接種の実施
期間が延長された場合に、希望する市民が適切にワク
チン接種を受けられる体制の確保

◆各種施設等感染症対策関連 （当初2,462百万円、補正532百万円）Ｐ.27
・各施設における予防体制強化のための感染症対策備品の購入等

・高齢者施設、障がい者施設等の感染症対策に対する補助

◆新型コロナウイルス感染症相談体制整備
（当初3,015百万円）Ｐ.25

・新型コロナウイルス感染症対策のた
めの相談体制の確保
・受診・相談センター、陽性者サポート
センター等の運営

◆医療対策室運営 （当初3,029百万円）Ｐ.52
入院待機ステーションの運営など、感染
状況に応じて必要となる医療を確実に提供
するための体制の確保

◆新型コロナウイルス感染症患者等対策 （当初18,743百万円）Ｐ.26
・検査、検体搬送、患者搬送等の体制確保

・自宅療養者に対する
パルスオキシメーター（配送約166,000件）、
食料品等（提供約320,000件）、
酸素濃縮器（10台を常時確保）の提供

・診断検査 約946,000回分（１日あたり2,592件×365日）
・変異株検査 約220回分（新変異株発生時に実施）
・スクリーニング検査 約490万回分（感染拡大期に病院・施設で実施）
・ゲノム解析 約2,800回分

・多床室の個室化
・簡易陰圧装置の設置
・換気設備の設置
・トイレの改善や非接触型蛇口の設置
・感染者、濃厚接触者が発生した場合の職員確保や消毒作業
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子ども・子育て支援、町内会支援、誰もが暮らしやすいまちづくり

◆保育所等整備関連 （当初1,946百万円）P.28

多様化する保育ニーズに対応するための保育所等の整備

◆学校施設整備関連 （当初6,987百万円、補正11,398百万円）P.29

老朽校の改築やリニューアル
改修のほか、学校施設のバリア
フリー化のための工事を推進

◆児童会館整備
（当初769百万円）P.53

学校改築に合わせた児童会館
の整備や老朽館の更新等
【実施設計５館、工事６館】

学び・育ちの環境整備

◆出産・子育て応援推進 【再掲】（当初1,755百万円）P.53

妊娠・出産寄り添い給付金の支給のほか、
妊娠期から出産・子育て期まで切れ目なく
相談に応じ、必要な支援につなぐ伴走型相
談支援を一体的に実施

◆子ども安心ネットワーク強化

（当初138百万円）P.54

児童虐待等の未然防止に向け、子どもや若年の保護者がより気
軽に相談できるよう、新たにSNSを通じた相談体制を整備

◆保育施設等における安全対策・ICT化推進関連
（補正652百万円）P.52、53、54

保育施設等における送迎用車両の安全対策やICTを活用した見守
り支援サービス等に必要な機器導入等に係る補助制度を創設

子どもを生み育てやすい環境づくり

施設整備による定員増：410人
私立保育所 240人
認定こども園 170人

拡充

拡充

対象施設
・私立保育所等 499施設
・認定こども園等 297施設
・民間児童育成会等 48施設
・児童発達支援事業所 523施設
・放課後児童デイサービス事業所 598施設
※公立保育所等18施設においてもICT化を推進

実施設計 11校
改築等工事 24校
バリアフリー化工事 46校
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地域を支える町内会活動への支援

◆町内会活動への支援 （当初387百万円）P.30

・住民組織助成金の制度拡充

令和５年４月１日から施行される「札幌市未来へつなぐ
町内会ささえあい条例」の趣旨にのっとり、町内会の自主的な
活動への支援を強化するため、町内会への助成額を引き上げ

・町内会加入促進に向けた支援の強化

町内会加入を促進するための各種広報や、町内会と不動産事
業者との相互理解・連携を促進するためのハンドブックの制作、
町内会と協働して地域のまちづくり活動に取り組む不動産事業
者の認定制度の創設等

・デジタル活用の促進

町内会のデジタル環境整備に向けた
補助を継続するほか、デジタル活用を
目指す町内会に対する専門家派遣の制
度を創設

・ボランティア活動の環境整備

町内会のボランティア活動に、市民

が安心して参加できる環境づくりのた

め、活動中の賠償責任等を補償対象と

するボランティア保険に市が一括で加入

（市が保険料を負担）

拡充

◆町内会の財政基盤強化

日常的な活動への助成等を幅広く拡充

・私設街路灯への助成 （当初87百万円）P.58

町内会等が設置する街路灯の維
持やLED化に係る経費の補助に加
え、設備更新時等の既存設備撤去
費用への補助を新設

・ごみステーション管理器材への助成 （当初86百万円）P.56

ごみステーション管理器材助成
のうち、町内会等が民有地等を確
保し共用の箱型器材を設置する場
合の助成率・限度額を引き上げ

・集団資源回収の奨励金 （当初192百万円）P.57

古紙、びん、金属等の集団資源
回収に取り組む町内会等に対する
回収量に応じた奨励金の引き上げ

・広報誌の配布謝礼 （当初76百万円）P.46

広報さっぽろの配布に協力いた
だいている町内会等に対する謝礼
金の引き上げ

撤去費用補助の新設
１灯あたり17,000円

奨励金（基礎分）
１㎏あたり３円→４円

（１団体あたり平均7,600円増）

配布謝礼
１部あたり13円→15円

（１団体あたり平均6,000円増）

拡充

拡充

拡充

拡充

拡充

拡充

町内会(箱型)の助成
助成率1/2→3/4

限度額50,000円→75,000円

単位町内会：１世帯あたり130円→260円
連合町内会：１世帯あたり100円→120円

・パートナーシップ排雪の地域支払額の据え置き

排雪に必要な人件費・燃料費等の上昇により、地域支払額
の引き上げを要するところ、町内会等の負担軽減のため、当
面地域支払額の据え置きを実施

町内会の負担軽減
新規

【参考(令和４年度実績)】１㎞あたり地域支払額 (標準断面の場合)
528,400円 → 516,400円 12,000円の負担軽減

(令和３年度と同額に据え置き)
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健康・福祉の推進

○地下鉄駅のエレベータ設置
工事２駅（新さっぽろ・大谷地）、実施設計１駅（北24条）

○バスターミナル施設
バリアフリー調査２施設（白石・環状通東）

○学校のエレベータ・多目的トイレ等設置【再掲】
工事46校（小学校29・中学校17）

○地区センター等の多目的トイレ改修
工事３か所、実施設計３か所

○公園トイレのユニバーサルデザイン化
工事１か所（大通公園西11丁目）、実施設計１か所（モエレ沼公園）

○歩道のバリアフリー化
整備予定延長８㎞

○民間公共的施設（物販・飲食店、診療所等）への補助
補助率3/4（上限150万円）
想定20件 ※面積要件あり

◆救急医療の体制強化関連 （当初1,980百万円）P.31

・当番病院に対する支援強化

入院治療を必要とする救急患者の
受入れ体制を強化し、地域の救急
医療全体の役割分担の最適化を推
進するため、当番病院等に対する
支援を強化

・空き病床の見える化システム等の導入

救急患者をより迅速に搬送するため、
救急隊と各医療機関との間で相互に空き
病床の状況等を共有する見える化システ
ムや同システムと連携して患者情報を即
時共有するための救急隊アプリの導入

◆歯科口腔保健推進
（当初14百万円）P.53

子どもの健康格差解消のため、
フッ化物洗口によるむし歯予防に
取り組む保育所・幼稚園に対する
支援制度を創設

◆複合的福祉課題等を抱える市民への支援促進
（当初22百万円）P.50

福祉に関する困りごとを複合的に
抱える市民に対して、必要な支援を
届けるための組織横断的な支援体制
の構築について、モデル事業の実施
区を２区から４区に拡大

◆各種施設のバリアフリー化関連

（当初3,639百万円、補正1,539百万円）P.29、47、48、51、58

誰もが安心して快適に利用できるよう、市有施設や中小規
模の一部民間公共的施設等について、バリアフリー化を推進

拡充

拡充

拡充

新規
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雪と共存した暮らし

■持続可能な雪対策に向けた取組
（除排雪体制の維持・安定化、作業の効率化・省力化)

・除雪車両の更新等

・ICTの活用

除雪作業日報の電子化、雪堆積場選定システム

の構築、除雪車の１人乗り化等

・生活道路の除雪方法の変更に向けた検討

◆その他の取組

【除雪費予算額】

令和４年度
（当初）

令和４年度
（補正後）

令和５年度
令和４年度
当初比

令和４年度
補正後比

除 雪 費

（一般財源）
21,578
(18,722)

25,107
(22,251)

26,157
(23,376)

+4,579
+21.2％

+1,050
+4.2％

道路除雪費
（一般財源）

17,006
(15,444)

20,429
(18,867)

21,796
(20,234)

+4,790
+28.2％

+1,367
+6.7％

雪対策関係費
（一般財源）

4,572
(3,278)

4,678
(3,384)

4,361
(3,142)

▲211
▲4.6％

▲317
▲6.8％

（単位：百万円）
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【除雪費の推移】

当初予算 決算

※

※ Ｒ４決算見込
（当初予算＋補正予算）

（単位：億円）

■雪対策施設の更新
老朽化した雪処理施設・ロードヒーティングの更新

◆降雪状況に応じた、より機動的な除排雪を実施するための予算を増額

■大雪時でも市民生活への影響を最小限とするため、臨機応変に対応

【大雪時の対応】

・判断の時期：12月中旬～１月上旬

・判断の目安：積雪深が50cmに達する

など、大雪が見込まれる場合

・道路脇の雪山を全て排雪

※従来の一部を残す排雪から変更

【雪堆積場の増設】

■予測がつかない気象の変化に対して、より機動的な対応が可能となる
予算を当初から計上

・近年の極端な気象状況も踏まえた予算を当初から計上

・道路状況や降雪状況に応じたより機動的な対応を実施することによ
り、安全・安心な冬の道路環境を確保

75か所から80か所に増設

除雪作業状況 排雪作業状況
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経済活性化・まちのリニューアル・ゼロカーボンの推進

さっぽろの魅力発信・産業振興

◆定山渓地区魅力アップ （当初200百万円）P.36

定山渓観光魅力アップ構想に基づく各種支援や
新たな足湯施設の整備

◆観光マネジメント強化 （当初14百万円）P.56

観光振興施策を一体的・戦略的に取り組むための
札幌観光の推進体制の強化に向けた検討

◆アドベンチャーツーリズム推進 （当初33百万円）P.56

北海道・札幌で開催される、アドベンチャートラベルの世界
最大級の商談会「ＡＴＷＳ2023」の開催経費及び体験型観光等
のコンテンツ充実に向けた支援

◆国際芸術祭事業 （当初518百万円）P.34

６年半ぶりとなる札幌国際芸術祭2024の開催
（令和６年１月20日～２月25日）

冬季オリンピック・パラリンピックの招致

◆冬季オリンピック・パラリンピック招致
（当初69百万円）P.37

2030年冬季オリンピック・パラリンピック
の招致に向けた渉外活動、市民等の理解促進
及び大会運営における透明性・公正性の確保
に向けた組織委員会の在り方などの開催計画
に係る詳細検討

◆企業立地促進 （当初1,040百万円）P.35

市内への本社機能移転やＩＴ・コンテンツ・
バイオ技術の研究開発を行う事業所を
新増設する企業等への補助金のレベル
アップ、首都圏などへの効果的・
戦略的な広報プロモーションの展開

◆スタートアップ支援関連 （当初95百万円）P.56
スタートアップ企業の創出や成長を支援するための各種補助や
女性スタートアップ人材の育成プログラムの実施等

◆ＩＴイノベーション推進 （当初93百万円）P.55

市内中小企業を対象としたＡＩ人材育成やＡＩ開発等を促進す
るための「札幌ＡＩ道場」の開催、デジタルを活用した業務改善
等の事例創出への支援

拡充

拡充

拡充

拡充

拡充

デジタルを活用した行政サービスの向上

◆市税の口座振替申込インターネット受付サービス導入 （当初9百万円）P.48

市税の口座振替申込のインターネット受付を令和５年10月から開始

◆大型ごみ収集インターネット受付 （当初83百万円）P.56

大型ごみ収集のインターネット受付、電子決済を令和５年11月から開始

◆行政サービスの高度化に向けたデジタル環境整備 （当初3,308百万円）P.38

より質の高い市民サービスの提供と業務効率化に係る行政デジタル環境の整備

◆議会のICT化推進 （当初15百万円）P.61

札幌市議会のペーパーレス化及びICT化を推進するためのタブレット端末等の導入

新規

新規

拡充

新規

拡充
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まちのリニューアル

ゼロカーボン都市「環境首都・SAPP ‿ RO」への取組

◆札幌駅交流拠点関連
（当初10,364百万円）P.39

札幌駅周辺における再開
発、新幹線札幌駅東改札口
の設置に係る実施設計や創
成川上空の歩行者動線の検
討等

・Ｒ5.12月しゅん工
・総事業費約511億円

拡充

新規

◆自家消費型太陽光発電導入推進
（当初52百万円）P.57

企業等に対する太陽光発電設備や、
蓄電池設備の導入費用の補助等
※国の地域脱炭素移行・再エネ推進
交付金を活用した事業

◆住宅のエネルギー源転換実証 （当初24百万円）P.57
既存の機器から30％以上のＣＯ₂削減効果のある空調・給湯機器
の熱源の転換（灯油→電気・ガス）に係る費用の補助
※国の地域脱炭素移行・再エネ推進交付金を活用した事業

◆学校施設照明器具LED化改修 （当初166百万円）P.60

市内の公立学校施設の省エネルギー化を推進するための照明器具
のＬＥＤ化改修に向けた設計

北５西１・西２地区 北４西３地区

◆北海道新幹線延伸関連
（当初5,724百万円）P.47

令和12年度末予定の
北海道新幹線の札幌延伸
に関する工事費等の一部
負担と各種ＰＲ事業等

◆北８西１地区再開発事業 （当初2,058百万円）P.47
マンション、商業施設、ホテル、オフィスの複合
施設や、東豊線さっぽろ駅と接続する地下通路の
整備◆公共交通システム検討 （当初28百万円）P.47

新幹線札幌延伸を見据えた札幌駅周辺の再開発を受け、都心の
まちづくりを支えるとともに、将来にわたり持続可能な公共交通
の構築に向けた「新たな公共交通システム」の検討

◆新製品・新技術開発支援
（当初82百万円）P.55

ゼロカーボン・リサイクルなどの環境関連分
野の新製品・新技術の研究開発を行う中小企業
を対象とした新たな補助金の創設

◆中小企業金融対策支援資金貸付【再掲】
（当初95,541百万円）P.55

再エネ・省エネ設備、次世代自動車等を導入
する中小企業を対象とした新たな融資制度の創設

◆持続可能なライフスタイルへの転換促進
（当初7百万円）P.57

Ｇ７札幌気候・エネルギー・環境大臣会合を
契機とした環境首都・SAPP ‿ ROの取組を発信する
ための事業

新規

拡充

拡充 拡充

拡充
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###
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###
0
0

###

###

1,546

836

918

534

1,194

1,070

383

4,874

484

1,569

919

797

2,900

247

1,234

754

3,501

対前年度 ＋306億円（＋2.6％）

歳 入 歳 出

その他 82億円

地方譲与税・地方特例交付金等
対前年度 ＋40億円（＋5.6％）

地方消費税交付金の増、配当割交付金の増等により前年度
予算から5.6％の増となりました。

市債 対前年度 ▲40億円（▲4.2％）
臨時財政対策債の減等により、前年度予算から4.2％の減とな
りました。

経済費 対前年度 ▲104億円（▲8.9％）
中小企業金融対策資金貸付金、市内宿泊促進キャンペーン
の減等により、前年度予算から8.9％の減となりました。

公債費 対前年度 ＋26億円（＋2.9％）
市債の償還元金の増等により、前年度予算から2.9％の増とな
りました。

総務費 対前年度 ▲45億円（▲8.4％）
まちづくり推進基金造成費の皆減等により、前年度予算から
8.4％の減となりました。

教育費 対前年度 ＋107億円（＋24.9％）
学校給食費公会計運営費、学校施設改築費の増等により前
年度予算から24.9％の増となりました。

諸支出金 対前年度 ▲９億円（▲1.1％）
病院事業会計の貸付の減等により、前年度予算から1.1％の減
となりました。

土木費 対前年度 ＋95億円（＋8.7％）
札幌駅交流拠点まちづくり推進費、除雪費の増等により前年度
予算から8.7％の増となりました。

環境費 対前年度 ＋133億円（＋53.1％）
駒岡清掃工場更新費、清掃事務所更新費の増等により、前年
度予算から53.1％の増となりました。

道支出金 対前年度 ＋92億円 （＋13.1％）
新型コロナウイルス感染症緊急対策費、介護サービス事業所
等感染症対策事業費の増等により、前年度予算から13.1％の増
となりました。

国庫支出金 対前年度 ＋85億円（＋3.0％）
駒岡清掃工場の工事費、訓練等給付費、出産・子育て応援交
付金の増等により、前年度予算から3.0％の増となりました。

地方交付税 対前年度 ＋72億円（＋6.2％）
前年度予算から6.2％の増となりました。
地方交付税の振替措置である臨時財政対策債との合計（広義
の地方交付税）では、市税収入の増に伴い、前年度予算から
7.0％減の1,452億円となりました。なお、肉付予算に向けて30
億円を留保しています。

諸収入等 対前年度 ▲41億円（▲2.6％）
中小企業金融対策資金貸付金の減等により、前年度予算から
2.6％の減となりました。

（単位：億円）
（単位：億円）

職員費 対前年度 ▲20億円（▲1.3％）
定年引上げによる退職手当の減等により、前年度予算から
1.3％の減となりました。

一般会計予算の概要

保健福祉費 対前年度 ＋111億円（＋2.3％）
新型コロナウイルス感染症対策関連経費、訓練等給付費の増
等により、前年度予算から2.3％の増となりました。

広義の地方交付税 ４年度 ５年度 増減額 増減率

地 方 交 付 税 1,162 1,234 72 6.2%
臨 時 財 政 対 策 債 400 218 ▲ 182 ▲45.5%
合　　　計 1,562 1,452 ▲ 110 ▲7.0%

市税 対前年度 ＋102億円（＋3.0％）
個人市民税、法人市民税及び固定資産税の増等により、前年
度予算から3.0％の増となりました。

総額 兆 億円

分担金・負担金・使用料・手数料
対前年度 ▲４億円（▲1.8％）

私立保育所負担金の減等により、前年度予算から1.8％の減と
なりました。
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扶助費 ・建設費の推移

1,272 

1,284 

1,279 

1,308 

1,281 

1,008 

1,020 

1,005 

1,000 

962 

1,081 

1,019 

920 

869 

810 

91 

96 

96 

87 

84 

146 

124 

114 

104 

91 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500

Ｒ５

Ｒ４

Ｒ３

Ｒ２

Ｒ元

生活保護 児童福祉 障がい福祉 医療助成 その他

（単位：億円）

扶 助 費 建 設 費

3,598
(+1.5％）

3,228
(+4.5％）

3,544
(+3.8％）

・障がい福祉費の増 （対前年度比＋6.0％）

障がいのある方の訓練等給付費、介護給付費等の増

・その他扶助費の増 （対前年度比＋17.3％）

新型コロナウイルス感染症関連（入院、検査）等の増

○障がいのある方への支援の充実、新型コロナウイ
ルス感染症への対応などにより増加

121 

144 

90 

151 

172 

224 

202 

231 

246 

222 

430 

238 

237 

204 

264 

561 

461 

443 

406 

376 

648 

662 

614 

584 

529 

169 

120 

168 

174 

60 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

Ｒ５

Ｒ４

Ｒ３

Ｒ２

Ｒ元

社会基盤整備（補助） 社会基盤整備（単独） 市有建築物等（補助）

市有建築物等（単独） 特別会計・企業会計 前年度補正予算計上分

【一般会計】1,002（▲0.5％）

※1 社会基盤整備：道路・街路・河川・公園整備 ※2 前年度補正予算計上分：国の補正予算の活用等のため、前年度の補正予算に計上し、当年度に繰り越して執行する事業費

※1 ※1

※2

○インフラ施設・市有建築物の計画的更新や都市のリ
ニューアルのため、一般会計建設費1,335億円を計上

3,367
(+4.3％）

3,415
(+1.4％）

2,152
(+17.8％ ）

1,623
(▲1.5％）

1,764
(+8.7％）

1,827
(+2.4％）

【一般会計】1,034（▲7.3％）

【一般会計】1,007（▲2.7％）

（単位：億円）

1,784
(+1.1％）

【一般会計】1,045（+4.4％）

【一般会計】1,335（+27.8％）

・市有建築物等（補助）の増 （対前年度比＋80.4％）

駒岡清掃工場更新費、学校施設関連等の増

・市有建築物等（単独）の増 （対前年度比＋21.7％）

札幌駅交流拠点関連、中央区複合庁舎整備費等の増
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（参考）戦略ビジョン推進関連、コロナ対策、事業の見直し
・戦略ビジョン推進関連費に188億円を計上

医療提供体制の強化と感染拡大の
防止

〇新型コロナウイルス感染症予防接種 19,726百万円（当初）
〇新型コロナウイルス感染症患者等対策 18,743百万円（当初）
〇医療対策室運営 3,029百万円（当初）
〇新型コロナウイルス感染症相談体制整備 3,015百万円（当初）
〇各種施設等感染症対策関連 2,994百万円（当初、１定補正）
〇新型コロナウイルス感染症医療扶助 1,871百万円（当初） など

市民生活への支援、事業者への支
援

〇中小企業金融対策資金貸付 57,358百万円（当初）
〇出産・子育て応援推進 3,238百万円（当初、４定補正）
〇札幌プレミアム商品券事業 2,200百万円（１定補正） など

デジタル化の推進と市民サービス
の向上

〇行政サービスの高度化に向けたデジタル環境整備 3,308百万円（当初）
〇GIGAスクール構想推進 876百万円（当初） 〇行政事務センター運営 284百万円（当初）
〇大型ごみ収集インターネット受付 83百万円（当初） など

計50,720百万円

■「新型コロナウイルス感染症対策関連費」（16か月予算の考えの下、令和５年１定補正予算等と一体的に編成）

計4,615百万円

計66,795百万円

■「戦略ビジョン推進関連費」
新規分 〇北５西１・西２地区再開発事業 1,578百万円 〇情報システム標準化推進 900百万円

〇障がい児者入所施設老朽化対策補助 358百万円 〇市営住宅設備更新 303百万円
〇市営住宅空き住戸修繕 287百万円 〇消防施設感染防止対策 236百万円
〇学校施設照明器具LED化改修 166百万円 など

レベルアップ分 〇学校給食費公会計運営 8,258百万円 〇ウィズコロナ下の救急医療体制確保 663百万円
〇中小企業金融対策資金貸付 646百万円 〇企業立地促進 642百万円 〇清掃事務所更新 552百万円
〇国際芸術祭事業 498百万円 〇ふるさと納税活用 405百万円 〇住民組織助成金 315百万円
〇就業サポートセンター等事業 195百万円 〇集団資源回収奨励 187百万円
〇付加価値の高い観光コンテンツ創出 160百万円 〇大通・創世交流拠点まちづくり推進 154百万円
〇妊娠・出産包括支援 109百万円 〇NoMaps事業 100百万円 など

計4,225百万円

計14,594百万円

・新型コロナウイルス感染症対策関連費に1,221億円を計上
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・継続的な事業の見直しによる効果額は14億円
（単位：百万円）　

A B A+B

危機管理局 ▲ 8 2 ▲ 6 ○防災教育用教材のデジタル化による印刷費の減、要配慮者二次避難所運営研修の実施方法見直しに伴う委託費の減等

総務局 ▲ 18 13 ▲ 5 ○業務効率化による時間外勤務手当の縮減、オンライン化やペーパーレスなどデジタル化による業務効率化等

デジタル戦略推進局 ▲ 19 3 ▲ 16 ○オンライン会議の活用による東京出張の回数減○プラットフォームのダッシュボードに人流データを掲出する作業を自動化したことに伴う事業費の減

まちづくり政策局 ▲ 83 6 ▲ 76 ○業務効率化による時間外勤務手当の縮減、電子化等による印刷費の縮減、オンラインを活用した出張旅費の縮減○一部直営化による委託費の減
財政局 ▲ 23 8 ▲ 15 ○行政事務センター活用による委託費の減、オンラインを活用した出張旅費の縮減等

市民文化局 ▲ 198 10 ▲ 188 ○電子化等による印刷費の縮減、オンラインを活用した出張旅費の縮減○札幌市ワークライフバランスplus企業認証制度の広報手法変更による広報費の見直し等

スポーツ局 ▲ 96 6 ▲ 90
○パソコンの更新台数の見直しによる備品購入費等の減等
○障がい者スポーツ体験イベントの開催方法の見直しによる委託費の減等
○姉妹都市交流事業の在り方の見直しによる委託費等の減

保健福祉局 ▲ 190 35 ▲ 155
○単純事務の集約化による職員手当の減、パソコンの更新手法の見直しによる備品購入費の減等
○啓発資料を紙媒体からWeb媒体に見直すことによる減、老人クラブ数の減少に伴う補助金額の減等
○災害見舞金制度の廃止

子ども未来局 ▲ 242 89 ▲ 153
○業務効率化による時間外勤務手当の縮減、パンフレットの廃止による事業費の縮減等
○認定こども園の整備量を減らすことによる事業費の縮減
○既存の若者の出会いのためのイベント終了等による事業費の縮減

経済観光局 ▲ 260 86 ▲ 173 ○企業版ふるさと納税の活用、業務効率化による時間外勤務手当の縮減等○ニーズや実績を踏まえた補助金・委託費の見直し等

環境局 ▲ 208 8 ▲ 199 ○電子化等による印刷費の縮減○郵送により実施していたアンケートをイベント時に行うことによる委託費の削減、会議や調査の直営化による委託費の削減
建設局 ▲ 140 10 ▲ 130 ○民有林巡視委託業務の効率化及び直営実施による委託費の減、利用者数等の実績を踏まえた事業内容の見直し

下水道河川局 ▲ 2 0 ▲ 2 ○業務効率化による時間外勤務手当の縮減、オンラインを活用した出張旅費の縮減等

都市局 ▲ 45 7 ▲ 38 ○業務効率化による時間外勤務手当の縮減、オンラインを活用した出張旅費の縮減等○札幌版次世代住宅補助の見直し、仕様の見直しによる委託費の減
消防局 ▲ 24 18 ▲ 6 ○札幌市民防災センター運営業務の効率化による委託費の減、消防庁舎等清掃業務の範囲・頻度の見直しによる委託費の減

教育委員会 ▲ 206 40 ▲ 166 ○機械警備の仕様見直しによる減、業務効率化に伴う時間外勤務手当の縮減○図書館内の清掃の仕様見直しによる減（清掃日数、清掃箇所数の減）

計 ▲ 1,759 340 ▲ 1,419

局
局枠減算額 見直し

加算額
Ｒ５年度予算
効果額 主な見直し内容
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うちＲ５年度予算

効果額

歳入・歳出の改革 15,707 19,814 5,881

行政サービスの効率化の推進 6,087 9,932 3,253 【継続】事務的経費の節約や事務執行方法の工夫（委託内容の見直し、補助金の精査等）　【継続】業務の集約化・委託化

サービス水準の在り方の検討 197 117 － －

受益者負担の適正化 702 1,045 344 【継続】円山動物園の入園料見直し　【継続】くみ取り手数料等使用料手数料の見直し　【継続】道路占用料の見直し

企業会計繰出金の見直し 8,720 8,720 2,284 【継続】高速電車事業会計（出資率の見直し等）　【継続】水道事業会計への繰出しの見直し（繰出休止項目の継続）

財政基盤の強化 27,445 19,784 1,262

収納率の向上、債権管理 2,445 3,275 1,121 【継続】収納対策などの強化による市税収納率の向上

公有財産の戦略的な活用 25,000 16,509 141 【継続】行政目的での利用が見込めない土地の売却等

43,152 39,598 7,143

項目
【参考】

ＡＰ2019効果額

（Ｒ元～５年度）

Ｒ元～５年度予算

までの累計効果額
Ｒ５年度における主な取組内容

総計

573,935 
568,041 

557,266 

600,603 
590,086 593,877 592,332 586,343 

500,000

550,000

600,000

650,000

700,000

750,000

1 2 3 4 5

当初予算における残高

（参考）決算における残高

▲ 18 ▲ 28

▲ 52
▲ 82
▲ 93

259

319 311

229

136

▲ 150

▲ 100

▲ 50

0

50

100

150

200

250

300

350

H30 R元 R2 R3

市債・財政調整基金・事務事業の見直しの状況

市債残高

事務事業の見直し実施状況
（単位：百万円）

財政調整基金
（単位：億円）

APベンチマーク（H26年度末残高）
679,013円

市民一人あたり市債残高

・ R元当初予算計上額は、肉付予算を含めた額

当初予算計上額
年度末残高

R元 R2 R3 R4見込 R5見込

（単位：円）

▲ 150

5,578 5,597 5,518 5,888 6,176 

5,265 5,390 5,488 5,467 5,280 

5,729 5,613 5,479 5,457 5,381 

5,831 5,976 6,094 6,262 6,664 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

決算 AP
建設債等

決算 AP
建設債等

決算 AP
建設債等

予算 AP
建設債等

予算 AP
建設債等

R元 R2 R3 R4見込 R5見込

一般会計・建設債等 一般会計・臨財債 特別会計・企業会計

（単位：億円）

R5見込R元 R2 R3 R4見込

・ （AP: ）の残高は、アクションプラン2019における見込額

R3R元 R2 R4見込 R5見込

※ 市債及び財政調整基金について、R3までは決算額、R4はR5年1定補正までの
計上（見込）額、R5は当初予算額
※ AP、アクションプラン2019：札幌市まちづくり戦略ビジョン・アクションプラン2019

(AP:17,145)

16,485

(AP:17,027)

16,599

(AP:16,866)

16,572

・ 市民一人あたり市債残高は、臨時財政対策債を除く、
全会計の市債残高

(AP:17,366)

16,813

（AP：17,739）

16,837
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・令和５年度予算は、令和元年12月公表の中期財政フレームと比較し、一般財源の増等により、財政調整基金活用額は当初想定の168億円を75億円下回
る93億円にとどめた。令和元年度から令和５年度までの累計では、財政調整基金活用額は当初想定の406億円を174億円下回る232億円となる見込み。
・令和５年度末における基金残高については、新型コロナウイルス感染症対策事業の増等により事業費が増加したものの、一般財源の増や事業進捗の変更
のほか、予算執行段階での節減を見込み、当初想定より455億円上回る921億円となる見込み。
・令和５年度末の市債残高見込みについては、適切な市債管理により当初見込みから832億円下回る１兆1,456億円に抑制。

中期財政フレーム

（単位：億円）

※Ｒ５年１定補正予算までの計上（見込）額を反映

Ｒ元予 Ｒ２予 Ｒ３予 Ｒ４予 期間合計
【参考】
Ｒ５予

【参考】
Ｒ元～Ｒ５

【参考】Ｒ元～Ｒ５
（R元.12月公表時）

　一般財源 5,535 5,593 5,640 5,724 22,492 5,885 28,377 27,853
　国・道支出金 2,911 3,003 3,051 3,520 12,485 3,698 16,183 15,200
　市債 552 536 525 559 2,172 701 2,873 3,334
　【臨財債を含めた場合】 【1,032】 【986】 【1,175】 【959】 【4,152】 【919】 【5,071】 【5,734】
　その他 1,211 1,135 1,872 1,647 5,865 1,546 7,411 5,968
　基金活用額 18 28 52 166 264 93 357 488

10,227 10,295 11,140 11,616 43,278 11,922 55,200 52,844
　義務的経費 5,643 5,838 5,861 5,992 23,334 6,044 29,378 29,316

1,566 1,575 1,557 1,561 6,259 1,533 7,792 7,813
869 896 890 887 3,542 913 4,455 4,533
3,207 3,367 3,415 3,544 13,532 3,598 17,130 16,805

　他会計繰出金 1,062 1,082 1,082 1,106 4,333 1,100 5,433 5,440
　建設事業費 1,034 1,007 1,002 1,045 4,088 1,335 5,423 5,938
　その他事業費 2,489 2,368 3,195 3,473 11,524 3,442 14,966 12,316

10,227 10,295 11,140 11,616 43,278 11,922 55,200 53,009

Ｒ元決 Ｒ２決 Ｒ３決 Ｒ４決見※ 期間合計
【参考】
Ｒ５見込

【参考】
Ｒ元～Ｒ５

0 0 57 82 139 93 232
18 45 74 101 238 168 406
▲ 18 ▲ 45 ▲ 17 ▲ 19 ▲ 99 ▲ 75 ▲ 174
713 772 944 976 - 921 -

657 659 635 584 - 466 -

56 113 309 392 - 455 -

10,843 10,987 11,006 11,355 - 11,456 -

11,103 11,397 11,631 11,895 - 12,288 -

▲ 260 ▲ 411 ▲ 624 ▲ 539 - ▲ 832 -

合計

Ｒ５予算反映版

区分

区分

歳
入

合計

歳
出

　扶助費

　公債費

　職員費

市債残高

Ｒ５予算反映版

Ｒ元.12月公表時

差し引き

Ｒ元.12月公表時

差し引き

Ｒ５予算反映版

Ｒ元.12月公表時
年度末
基金残高

差し引き

財政調整基金
活用額
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